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今年度の主な
事業を見てみよう

平
成

四
年

二
月
定
例
会

で
、

平
成

四
年
度
予
算
が
可
決

し
ま

本
年
度
予
算

は
、
財
政

の
中

期
的
な
健
全
性
を
確
保
す

る
た

め

の
事
業
を
厳
選

し
た
ほ
か
、

一
次
産
業

の
活
性
化

へ
向

け
た

ビ
ジ

ョ
ン
づ
く
り
や
、
相
内

分

校
ビ
ジ

ョ
ン
づ
く
り
な
ど
、
中

。
長
期

に
向

け
た
計
画
づ

く
り

生きがいの創造

豊かさの実現 住み良さの充実
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目的別歳出||||1募鍾警F‐

(村民■人当たりの議出はどれくらいになる0なな?|■‐

平成4年度会計別予算額   (単位:千円)
区    分 予 算 額 前年度 との

比較増減額

一 般  会 計

特
　
別
　
ム
〓
　
計

簡 易 水 道

国保 事 業 勘 定

国 保 直 診勘 定

老 人 保 健

農 業 共 済

相 内 財 産 区

脇 元 財 産 区

十 三 財 産 区

総 額

2:355'000■角

78,815円 70,886円
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生

組

織

連

合

会

の
研

修

会

が

行

わ

し

づ

江

さ

ん

が

選

ば

れ

ま

し

た
。

お

い
て

、

王
婦

達

の
手

で
組

織

し

生

活

改

善

、

衛

生

活

動

を

積

極

的

市
浦
診
療
所
で
は
、
診
断
機
能

鳥

を

保

護

し

ま

し

た
。
　

　

　

　

　

　

　

そ

く

、

中

井

さ

ん

、

農

林

事

務

所

一

「
ふ

る

さ

と

フ

ォ
ー

ラ

ム
」

の
提

　

　

支

援

す

る

活

動

資

金

を

つ
く

る

こ

言

者

明

治

学

院

大

学

教

授

三

和

治

　

　

と

で
故

郷

に
貢

献

し

た

い
。

福

祉

さ

ん

（
相

内

地

区

出

身

）

か

ら

こ
　

　

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

活

動

等

の

た

め

、

と

フ

ォ
ー

ラ

ム

の
際

の
講

演

料

に

完

成

に

よ

り

、

ま

す

ま

す

地

域

福
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ニ

ュ
ー

グ

ロ
ー

エ

ン

ラ

ン
ド

老

人

　

　

　

ま

た

、

入

居

費

用

も

と

て

も

高

　

　

中

に

は

盆

栽

や

生

け

花

、

茶

道

な

ば

か

り

の

四

階

建

の

一
見

マ

ン

ン
　

　

十

八

万

円

で

、

こ

の
費

用

を

入

居

　

　

　

家

族

と

の
面

会

等

は
大

変

自

由

ョ

ン
風

の
建

物

で
、

落

成

式

に

は

　

　

者

は

、

国

民

年

金

、

厚

生

年

金

、
　

　

で
旅

行

な

ど

も

入

居

者

に
任

せ

て

英
国
か
ら
欧
州
大
陸
ヘ

欧
州
時
間
十
月

一
日
、
私
た
ち

郊
外
の
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港

へ
と
降

時

を

過

ぎ

て

お

り

、

軽

い
食

事

を

オ

ラ

ン
ダ

の

高

齢

者

対

策

か

な

く

、

八

十

歳

以

上

に
な

ら

な

老

人

福

祉

フ

ェ
ア

会

場

は

ア

ム

ス
テ

ル
ダ

ム
市

内

老

人

福

祉

フ

ェ
ア

の
様

子

つ
け

ら

れ

て

い
る

が

、

軽

食

程

度

洗

濯

物

は

、　

一
週

間

毎

に

ま

と

ぜ

な

ら
入

居
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耳
斑

習

■

■

瑚

瑚

刊

司
壁

:

レ36く

嚇
な

め
夕
練
久
の
４
颯國
ω

康
季
蝦
夷
を
平
げ
る

れ

て

い
ま

せ

ん
。

「
安

倍

姓

秋

で
す
ヽ
た
ぶ
ん
足
利
持
氏
の
乱

現
北
海
道
の
蝦
夷
が
叛
乱
を
起

こ
し
、
官
物
を
略
奪
す
る
等
の

磁
霧
従
群
を
働
き
、
手
の
．縦
一ビ

そ
の
時
、
康
季
と
そ
の
弟
鹿

季

が

部

下

の
兵

卒

を

率

い
て

出

重

ね

て

将

軍

の
号

を

賜

い
、

康

季

と

鹿

季

と

に
蝦

夷

征

伐

の
職

ま

た

、

蛎

崎

氏

に
も

そ

の
職

を

司

ら

せ

た

と

い

い
ま

す

。

以

上

が

同

系

図

に
あ

る

事

柄

で
す

。

康

季

と

鹿

季

と

は

兄

弟

で

は

な

く

、

康

季

の
父
盛

季

と

兄

弟

つ

ま

り

鹿

季

は

康

季

の
伯

父

に

当

三

十

年

⌒
一
四

二

三

）

六

月

十

さ
ら
に
詳
細
に

こ

の
康

季

は

、

安

倍

安

藤

家

の
中

興

開

山

と

言

わ

れ

て

い
る

お

方

で
す

の

で
、

野

村

平

左

衛

門

と

い
う

人

が

湊

金

左

衛

門

に

こ

の
武

功

が

、

足

利

幕

府

や

朝

廷

の

お

耳

に
も

達

せ

ら

れ

て

康

季

が

日
本

将

軍

に
任

ぜ

ら

れ

ま

し

た

。

鎌

倉

時

代

の

「
蝦

夷

管

領

」

と

同

じ

権

限

を

持

つ
職

康

季

や

鹿

季

は
朝

廷

に

も

参

内

ま
た
、
安
藤

一
族
が
神
武
天

る
賊
軍
で
あ
っ
た
安
日

・
長
髄

を
先
祖
に
持
っ
て
い
た
こ
と
に

抵
抗
を
感
し
て
い
た
も
の
と
も

思
わ
れ
ま
す
。
安
倍
家
の
系
図

で
は
安
束
の
項
に
も
勅
勘
が
許

ま
し
た
が
、
康
季

・
鹿
季
の
こ

の
時
代
に
ま
た
再
び

「勅
勘
」

川
幕

府

や

明

治

政

府

に
ま

で
も

承

認

さ

れ

て

現

在

に

伝

え

ら

れ

蛎

崎

信

濃

守

（
信

広

）
を

松

は

、

康

季

の
孫

（
養

子

）

政

季

い
ま

す

。

も

し

、

康

季

の
時

代

を

略

述

し

ま

し

た
。

上

掲

写

真

は

福

島

県

の
三

春

町

指

定

文

化

財

の
秋

田
姓

を

名

乗

っ
た
安

倍

安

藤

（
東

）
氏

の
御

祈

願

所

真

し

た
。

み
な

さ

ん

の
御

参

拝

を
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役場の電話は62-2111

平成4年度農作業標準額表

市浦村の人口と世帯数  平成44.1現在

言ヨ::][`薔輩:』 ::llif髪重鮮墨梅邸馨姿籍動籍曇埋貯菫睦

・なんでも110薔係.をご利用下さい―
行政に対する要望、苦情、相談などあ気軽にどうぞ



て

い
ま

す

。

出

生

順

位

で

は
第

一

子

、

第

二

子

が

そ

れ

ぞ

れ

三

十

一

新

年

度

を

機

に

、

健

康

管

理

係

　

　

％

、

五

十

一
％

と

な

っ
て

お

り

、

で

は

、

昨

年

一
年

間

の
活

動

を

ま

　

　

第

二

子

以

上

が

十

八

％

に

な

っ
て

今

月

は

村

の
保

健

衛

生

統

計

を

紹

　

　

ゃ
ん

の
平

均

体

重

は

男

三

千

二

百

一
、

出

生

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

で
し

た
。

今

年

も

た

く

さ

ん

の
赤

平

成

二

年

に

は

三

十

九

人

⌒
平

成

二

年

は

二

十

一
人

）

の
赤

ち

ゃ

ん

が
生

ま

れ

て

い
ま

す

。

男

女

別

男

の
子

が

二

倍

以

上

の
数

と

な

っ

育

つ

こ

と

を

願

い
た

い
も

の

で
す

。

二
、

死

亡

次

に

、

平

成

三

年

中

に
亡

く

な

っ
た

人

の
状

況

を

説

明

し

ま

す

。

全

体

の
死

亡

が

二

十

人

あ

り

、

男

ま

す

。

死

因

別

で

は

表

①

の

と

お

り

で
、

三

大

成

人

病

で
亡

く

な

る

が

、

村

の
高

齢

化

を

反

映

し

て

か

老

衰

で
亡

く

な

っ
た

方

も

六

人

い

ま

し

た
。
⌒
ち

な

み

に
、

六

人

の
方

の
平

均

年

齢

は

八

十

九

・
六

歳

で

す

。）年

齢

別

で

は

、

六

十

五

歳

前

に(図 I)平成 3年 出生・死亡状況 (地区別 )

嘘

メ

】

一

章
螂

”

悧

つ 人

一

】

針

「

。

　

（
誨

　

「

　

は

　

「

一
刺

　

耐

一

る

方

の

ほ

と

ん

ど

が

癌

に

よ

る

死

　

　

　

　

囲

剛

圏

田

翻

図

ロ

決

定

的

な

予

防

法

は

ま

だ

解

明

さ

　

　

佐

　

藤

　

義

　

夫

（
相

内

）

８３
歳

れ

て

い
な

い
の

で

、

で
き

る

だ

け

　

　

山

　

田

　

昭

　

夫

⌒
脇

元

）

６。
歳

早

期

の
う

ち

に
発

見

す

る
事

が
望

　

　

花

　

島

　

ミヽ
　

ツ

（
十

三

）

７４
歳

ま

れ

ま

す

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

小

田

桐

　

蔵

　

正

⌒
相

内

）

６．
歳

そ

の

た

め

に

は

定

期

的

に
検

診

　

　

福

　

島

　

雷

太

郎

（
十

三

）

９．
歳

を

受

け

る

事

が

、

今

の
と

こ
ろ

最

　

　

中

　

村

　

す

　

ゑ

（
脇

元

）

８３
歳

良

の
道

と

い
え

る

で
し

ょ
う

。　

　

　

　

山

　

田

　

ミヽ
　

エ

（
相

内

）

９。
歳

姿
興
釜

度
も
改
ま
り
、
只
今
、
新
し
い
企

画
を
考
案
中
で
す
。
そ
こ
で
、
村

民
の
皆
さ
ん
の
素
敵
な
ア
イ
デ
ア

の
で
も
結
構
で
す
の
で
教
え
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
身
近

で
起
こ
っ
た
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
事
、

″広
報
に
ぜ
ひ
こ
れ
を
載
せ
て
―
″

な
ど
と

い
う
事
も
、
電
話

一
本

で
カ
メ
ラ
を
片
手
に
取
材
に
行
き

ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
ご
連
絡
下

さ
い
。
と
に
か
く
、
村
民
の
皆
さ

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
読
ま

れ
る
広
報
を
目
指
し
て

（決
し
て

ラ
ー
メ
ン
の
敷
き
紙
等
に
は
さ
せ

柿

地

　

ご

誕

生

贄士貴,証ギ
美

月

（相
内
）
嘉
津
之

ご

結

婚

勝

　

治

⌒
栃

　

木

）

公

　

夫

（
木

　

造

）

房

　

子

（
相

　

内

）

浩

　

一

（
脇

　

一九
）

教

　

子

（
北

海

道

）

金

　

士
心

（
相

　

内

）

裕

香

子

（
相

　

内

）

(表 I)死因別死亡数

悪性新生物

高血圧性疾患

数

-235


